
平成28年度公共事業再評価調書 担当課名　

24

25 工事着手年度 25

(1)事業目的

(2)事業内容

横ボーリング工　延長837m アンカー工　30本

地表地質踏査　0.04km2

(1)事業を巡る社会情勢等の変化

(2)事業の投資効果

　　　投資効率（費用対効果） ： 37.72

総便益 ： 7,770 （百万円）

総費用 ： 206 （百万円）

(3)事業の進捗状況

事業費ベース進捗率（H28まで） ： 73.5% (125百万円/170百万円）

事業量進捗率（H28まで） ： 63.0% （527m/837m）

アンカー工 100% （30本/30本）

地表地質踏査 100% （0.04km2/0.04km2）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

　Ａ3、Ａ4ブロックにおいて、小口径ボーリングによる施工など、設計の段階で適切な工
法検討を行うことにより、対策工法の比較検討を図り、コストの縮減と事業効果の早期発
現を図る。また、孔口保護工部は、コンクリート壁や蛇籠等ではなく、植生土のう及び板
柵土留工にプラ擬木を採用するとすることにより、景観と維持管理を含めたトータルコス
トを縮減していく。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

対応方針
(案)

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み

【視点３】

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

事　　業

概　　要

【視点１】

事　業　の

必　要　性

～H26年度

15

百万円

170 85

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

　地すべり防止施設の設置により、住宅、河川及び道路等の公共施設について地すべりに
よる災害を防止し、住民の安心・安全な生活基盤の確保を図る。

　当地区は，二級河川岡部川支川板沢川の右岸、標高45～170mに位置する東向きの斜面で
ある。地内の地すべりブロックにおいては頭部段差地形や末端部の湧水押出し等の現象が
認められる。また，沢部の侵食や崩壊が確認されており，地すべりを誘発する危険性があ
る。
地すべり防止区域における被害保全対象は、岡部台団地内に人家177戸、市道1365ｍ、準
用河川であり、対策を実施した地区における範囲は、人家82戸、市道850ｍ、である。

横ボーリング

　本事業は、住民の生命財産、準用河川などの公共施設を保全する事業で、住民の生活に
密着しており、アンケート結果からも住民の関心は高く事業に対する期待も大きい。
　先行して対策工を実施してきたＡ1、Ａ2ブロックについては、地下水位の低下が確認さ
れたことから、地すべり活動は沈静化傾向にある。今後も横ボーリング工により地下水等
を排除することで地すべり活動の沈静化が見込まれる。

平成 年度

H27年度

用地着手年度

再評価理由※ 事業採択(H24)後５年間が経過した時点で継続中

平成 年度 平成 年度

H28年度見込 計
全体事業費

25 125
投資状況
（百万円）

　事業は順調に進捗しており、費用対効果も認められることから、事業を継続して整備の
促進を図る。

資料3(様式１)

番号 22

事　業　名 地すべり対策事業 事業主体 静　岡　県

箇　所　名 岡部二反田 関係市町村 藤枝市

事業採択年度 計画期間 平成24年度　～　平成30年度
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総括表

総便益

[地すべり対策事業を実施しない場合の被害額]－[地すべり対策事業を実施した場合の被害額]

年平均被害軽減期待額を評価対象期間５７年（整備期間７年＋耐用期間５０年）について累計する。

ただし、年平均被害軽減期待額は算出基準年（平成28年）に基づくデフレーター及び社会的割引率

（年4.0％）で現在価値化したものとする。

便益計　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n

　　　　　＝ 7,770百万円

※年平均被害軽減期待額：地すべり防止区域内で毎年発生する補修費（地すべり直接被害区域内資産の１％）と、

地すべり発生の生起確率（１/50）を被害軽減額に乗じた合計。

※整備期間中の被害軽減額は、事業費に比例して発生するものとする。

総費用

[建設費]－[評価期間内に必要な維持管理費]

各年次の建設費と維持管理費（建設費の１％）を評価対象期間５８年（整備期間７年＋耐用期間５０年）

について累計する。

ただし、各年次の建設費及び維持管理費は算出基準年（平成28年）に基づくデフレーター及び

社会的割引率（年4.0％）で現在価値化したものとする。

費用計　＝　Σ年間建設費／（1＋0.04）n　＋　Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n

　　　　　＝ 206百万円

※整備期間中の維持管理費は、投入済建設費に対して発生するものとする。

Ｂ／Ｃ 37.72

費用対効果算出説明書

「岡部二反田」地すべり
　（「地すべり対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」国道交通省　水管理・国土保全局　砂防部）

総便益Ｂ [事業を実施しない場合の被害額]－[事業を実施した場合の被害額] 7,770百万円

総費用Ｃ [建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費] 206百万円
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